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1.ボストンプログラムの概要
昭和女子大学英語コミュニケーション学科の必修科目のひとつであるボストン留学は，学生の語学
力の強化，地元コミュニティーサービス等を通して国際人としての視野を広げ，社会に貢献できる人
材の育成を目標としている。さらに，親元を離れ海外での団体生活を送ることで，協調性を養うと同
時にリーダーシップを育むことを目指している。1988年4月1日，昭和ボストン（ShowaBoston
InstituteforLanguageandCulture）は「日本と世界の新しい融合点を発見し，人類の向上発展に貢
献する人材」を育成するために，アメリカ随一の学園都市ボストンに開設した海外キャンパスである。
英語コミュニケーション学科では，ボストン留学をカリキュラムに取り入れ，延べ6,000人に上る学
生をボストンに送り出してきた。2008年はその20周年にあたる記念の年であった。
現在Universityと呼ばれる必修のボストン留学プログラムは，2004年から15週間の留学期間を5
ヵ月に延長し，2年生約150名が9月中旬から2月中旬までを昭和ボストンで過ごしている。少しで
も長くボストンに滞在し，生きた英語に触れることで，英語の4スキル（Reading，Writing，Listening，
Speaking）を伸ばすだけでなく，アメリカ文化の理解，さまざまな人種，年齢の人々との相互理解を
得ること，国際社会で貢献できる人材を育成することを目指している。そして，必修プログラムに参
加する学生の卒業までのTOEIC到達目標は730点である。
さらに，2005年からはUniversityプログラム以外に，40名前後の選抜制として1年時後期から2
年時後期までを昭和ボストンで過ごす特別プログラムBLIP（BostonLong-Term IntensiveProgram）
が開設された。希望学生が英検 2級以上，または TOEIC475点以上の資格を持っている場合，
TOEIC受験は免除されるが，それ以外の学生は，入学式翌日実施されるTOEICの結果と面接で選
抜される。高い英語力と国際人としての視野を身につけ，国際社会で貢献する人材の育成を目標とし
ている。このプログラムに参加する学生の卒業までのTOEIC到達目標は850点である。
2.レポートの目的
留学前に学生は「ボストンスタディーズ」という必修の授業を履修する。この科目を通して学生
は，留学の心構えをする為に，学業面および生活面でのサポートを受ける。特に生活面に関しては，
ボランティア活動，日米の美術，ストレス解消に必要な心理学的知識を習得するために，該当分野を
専門とされる先生方による講義を聴きレポートにまとめ，事前準備としている。
本学科では，毎年帰国した学生にアンケートを実施し，アンケートの分析には「ボストンスタデ
ィーズ」を担当するUniversityBLIPプログラム担当教員があたることになっている。このアンケ
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ートの目的は，学生の生の声を吸い上げることで，学生のニーズを確認すること，およびボストン並
びに東京キャンパスのカリキュラム改善，学生生活のあり方を考え，ボストン留学をより有意義なも
のにすることである。つまり，学生側の要求を知るだけでなく，学生の語学力の向上および精神的な
成長という教員側の要求をもボストンキャンパスと東京キャンパスでのカリキュラムに活かす必要性
から，毎年実施するものである。
今回のこのレポートでは，平成21年度からの新カリキュラムおよび新ボストン長期留学プログラ
ムFourSeasonsProgram（FSP）実施にあたり，学生アンケートとTOEICスコアの推移を通して
現状を把握したいと考えている。
3.アンケートの概要
31.調査対象学生
今回のアンケート調査の対象とした学生はUniversityプログラム（Uプログラム）に参加した131
名中101名とBLIP06プログラム（BLIP）に参加した33名中全員の33名である。各プログラムは，
Uプログラムが 2007年 9月 21日から 2008年 2月 19日まで，BLIP06は 2006年 9月 15日から
2008年2月15日までの期間で実施された。
32.調査時期
今回のアンケート分析には，2007年度Uプログラム並びにBLIP06に参加した学生のアンケート
結果を使用している。アンケートはボストン留学を終了し帰国した学生に行なう。毎年帰国時期が2
月中旬から3月上旬に当たり，帰国後すぐに学生は春休みに入るために，アンケートは4月に大学に
登校した日に実施する。つまり，Uプログラム参加学生，BLIP参加学生共に，3年生に進級する前
後に行なう。今回は，Uプログラム参加者に対しては2008年4月2日（水）に開催されたホームル
ーム時に，BLIP参加者には2008年3月29日（土）に開催された帰国後ガイダンスの中で実施した。
33.調査方法
マークシートを用いた項目選択回答と自由記述回答の組み合わせで行なった。
34.調査内容
アンケート内容としては，英語力に関するアンケートと生活面に関するアンケートに大別される。
英語力に関するアンケートは，ボストン留学前留学中留学後に関するもので，それぞれ特に力を
入れて学んだスキル，自分に不足していると思われるスキルに対する質問である。学生が自己分析す
ることにより，今後の学習面での方向付けをするにも良い機会となっている。生活面では，ボストン
留学中の授業への取り組み方，授業外での英語との取り組み方，寮生活およびボストンでのアクティ
ビティ全般に対する質問で構成されている。ここでは特に学生がボストンでの生活のどこにストレス
や不満を感じているか，学生間の人間関係の問題を，アンケートを通じて把握することを目的としてい
る。
アンケートの質問項目に関しては見直すべき点はあるが，ボストン留学に向けて，今後のより良い
カリキュラム作成と学生生活の改善に役立てたいと考えている。
（138）
4.アンケート結果の考察
41.英語力に関する質問
アンケートの前半の問 1から 5に関しては，英語の4技能である①Listening，②Speaking，
③Reading，④Writingと，英語の基礎運用力として必要とされる⑤語彙力と⑥文法力について，そ
れぞれ「当てはまる」，「少し当てはまる」，「少し当てはまらない」，「当てはまらない」の4つの選択
肢から該当する1つの項目を選択回答する形式となっている。そこで，今回のレポートではデータ比
較を簡略化しより分かりやすくするために，4つの選択肢を「当てはまる」，「少し当てはまる」と答
えた積極的な選択肢と，「少し当てはまらない」，「当てはまらない」と答えた消極的な選択肢に分類，
集計し，その中で主に積極的な回答率に基づいて，アンケート結果の傾向を見てみたいと考えてい
る。
尚，この問 1から 5では，ボストン留学出発前から留学中そして帰国後という時系列で学生
たちの英語力に対する意識の変化をたずねているので，このレポートでもその時間の流れに沿ってま
とめて行くことにする。
a） ボストン留学出発前の英語力に関する質問
問 1は「ボストン留学前に東京キャンパスで特に力を入れて学んだのは？」と言う留学前学習
についての質問である。
問 1の結果を見てみると，UプログラムとBLIPプログラムで「Listening」に関しては14％
以上の差があるが，その他の項目は比較的近い回答傾向となっている。その為，グラフはほぼ重なり
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グラフ1:問 1ボストン留学前に東京キャンパスで特に力を入れて学んだのは？
グループ Listening Speaking Reading Writing 語彙力 文法力
University 70.3％ 69.3％ 75.2％ 67.3％ 69.3％ 64.4％ （回答数:101）
BLIP 84.8％ 69.7％ 81.8％ 66.7％ 72.7％ 63.6％ （回答数:33）
を示している。その理由は，BLIP参加学生のみが履修する科目「BLIPSkils」以外は，英語コミ
ュニケーション学科1年生全員が1年前期にはスキル科目（OralCommunicationIaIb，Reading&
WritingIAIB）計5コマを必修科目として履修しているからと言えるだろう。つまり，両グループ
の学生とも，留学前学習としては学校でのスキル科目を中心に，主にReceptive（理解）スキルである
ListeningとReadingを行なっていることが明らかになったのである。尚，BLIP参加学生のみが履
修している「BLIPSkils」は，BLIPグループを2グループの少人数（15名前後）に分けて，ボスト
ン留学中に必要とされる英語表現や生活のルール等を外国人教員と学ぶ週1コマの授業である。少人
数で英語で実施されるこの授業が，上記で述べた両グループのListeningの回答率の差に多少の影響
を与えたのではないかと考えられる。
b） ボストン留学中の英語力に関する質問
問 2から問 4は，留学中の英語学習に関連する質問である。まず問 2「ボストン留学前に，
不足していると感じたのは？」で学生の留学前の英語力に対する自己評価についてたずねている。そ
して，問 3「ボストン留学中に，特に力を入れて学習したのは？」では留学中の英語学習の傾向を
明らかにし，問 4では「ボストン留学で特に上達したと思うのは？」と問うことによって，留学
を経験して得られた英語力の伸びに対する学生の自己評価を調べてみた。
（140）
グラフ2:問 2ボストン留学前に，不足していると感じたのは？
グループ Listening Speaking Reading Writing 語彙力 文法力
University 67.3％ 75.2％ 73.3％ 76.2％ 77.2％ 77.2％ （回答数:101）
BLIP 87.9％ 97.0％ 100％ 97.0％ 97.0％ 78.8％ （回答数:33）
上記の3つのグラフを一見するだけでも，BLIPプログラムの方がUプログラムより比較的高い
回答率を示しているのが分かる。英語に浸る期間の長いプログラムに参加しようとする学生の方が，
積極的に英語学習に取り組もうという強い意志を持って留学に臨んでいると言えるだろう。その理由
としては，各プログラムの授業の内容や活動の違いがこの結果に反映していると思われる。その点を
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グラフ3:問 3ボストン留学中に，特に力を入れて学習したのは？
グループ Listening Speaking Reading Writing 語彙力 文法力
University 79.2％ 80.2％ 75.2％ 73.3％ 77.2％ 73.3％ （回答数:101）
BLIP 90.9％ 100％ 78.8％ 97.0％ 75.8％ 66.7％ （回答数:33）
グラフ4:問 4ボストン留学で特に上達したと思うのは？
グループ Listening Speaking Reading Writing 語彙力 文法力
University 81.2％ 79.2％ 72.3％ 71.3％ 72.3％ 63.4％ （回答数:101）
BLIP 97.0％ 90.9％ 81.8％ 90.9％ 87.9％ 72.7％ （回答数:33）
考慮しつつ，もう少し詳しくデータを分析してみたい。
問 2の結果から，留学以前のBLIP参加学生の英語力に対する強い懸念が感じ取れる。Uプロ
グラムの学生の6つの項目の平均回答率が74.4％であるのに，BLIPプログラム学生の平均は93.0％
である。特に英語の3スキル（「Reading（100％）」，「Speaking（97.0％）」，「Writing（97.0％）」）と「語
彙力（97.0％）」に関しては，ほぼ全員が不足を感じると回答しているのには驚かされた。この点は留
学期間の長さが原因となっているのではないかと考えられる。長期間のプログラムに参加しようとす
るBLIPの学生は，やはり出発前の自分たちの英語力に大きな懸念を感じていたことが読み取れる。
と同時に，その懸念の裏返しとして，BLIP参加学生は留学による英語力の大きな伸びを期待してい
るのが，この様な回答傾向になったのではとも考えられる。また，一方のUプログラム参加学生に関
しては，1年6ヵ月の長い準備期間があり，東京にて英語力の基礎強化が行なわれた状態で参加してい
るという意識が学生にあるので，比較的バランスの取れた傾向となったのではないかと推察できる。
この様な出発前の英語力に関する学生たちからの自己評価をふまえて問 3（留学中の英語学習の傾
向）の結果を見てみると，BLIPグループの「Speaking（100％）」と「Writing（97.0％）」という
Productive（発表）スキルに対する回答率の高さが納得できる。更に，それらに続き「Listening
（90.9％）」が第3位の回答率の高い項目となっていることから，3セメスターの留学期間を通して，
自分たちから発信する授業内活動（課題，レポート，プレゼンテーションやボランティア活動等）を多数
行なった様子がうかがえる。言うまでもなく，授業内外において英語を話したり，書いたり，聞かな
ければならないボストンの環境では，それまでの日本での授業とは異なる英語活動が実施されている
ので，学生達はそれらの活動を通して日本ではあまり学習できなかったスキルを強化できたのであろ
う。その為，問 4の留学によって上達した英語力については，順序の入れ替わりはあるものの，
「Listening（97.0％）」，「Speaking（90.9％）」，「Writing（90.9％）」の順で回答率が高くなっている。
出発前に力不足を感じていたスキルが着実に身についたことをBLIP参加学生自身も実感していると
言えるだろう。
但し，興味深いことに，問 3においてもUプログラムの学生の回答傾向は，6項目の平均回答
率76.4％の中で良いバランスを示しているにもかかわらず，BLIP参加学生の回答傾向には大きな偏
りが見られる。つまり，先ほど述べた以外の3つの項目（「Reading（78.8％）」，「語彙力（75.8％）」，「文
法力（66.7％）」）は，比較的低い回答率となっているのである。特に，英語の4つのスキルの中で，
Readingが低い点が気になった。勿論，学生はボストンで「これはReadingの活動」と意識しなが
らReading活動をしていたとは言えない。例えば，新聞を毎日読むのも，掲示板の掲示を読むのも
Reading活動になり得るのである。この点を考慮すると，学生がこのアンケートの選択肢の内容を
よく理解せずに回答していることも考えられるので，選択肢には今後改善の余地があるかと反省して
いる。但し，今回のアンケートで用いられた6つの項目は，英語力の向上を考える上でどれも重要な
要素であり，バランス良く習得する必要のあるものである。特にReadingスキルを高めることは，
・LiteracyBuilding・（読み書き能力の育成）の素地であり，インターネットや様々なメディアから英
語の情報を収集し，発信活動の貴重な情報源とするためにも重要なスキルとなっている。最近の学生
の傾向として，Reading活動を嫌がる学生が多く見られる。今後学生に対してReadingの重要性を
意識付けさせることが必要であると言えよう。
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ここで，問 3と問 4のデータを別の角度から分析してみたい。今回は2つの質問に対する回
答をグループ毎でまとめ対比してみる。
両グループのグラフにおいて，問 3と問 4の2本のラインがほぼ類似している点は興味深い。
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グラフ5:留学中のスキル向上に関するUniversityプログラム参加学生の回答率
質 問 項 目 ListeningSpeaking Reading Writing 語彙力 文法力
問 3:留学中特に力を入れて学習したスキル 79.2％ 80.2％ 75.2％ 73.3％ 77.2％ 73.3％
問 4:留学で特に上達したスキル 81.2％ 79.2％ 72.3％ 71.3％ 72.3％ 63.4％
プログラム
グラフ6:留学中のスキル向上に関するBLIP06プログラム参加学生の回答率
質 問 項 目 ListeningSpeaking Reading Writing 語彙力 文法力
問 3:留学中特に力を入れて学習したスキル 90.9％ 100.0％ 78.8％ 97.0％ 75.8％ 66.7％
問 4:留学で特に上達したスキル 97.0％ 90.9％ 81.8％ 90.9％ 87.9％ 72.7％
プログラム
中でもUプログラム参加学生のグラフ5は，文法力以外はほぼラインが重なっているのが見て取れ
る。つまり，「留学中に力を入れて学習したスキル」と「留学で特に上達したスキル」が同じ傾向を
示しているのである。この点から，Uプログラム参加学生も5ヵ月間という留学期間の中で英語力
向上に努力し，その成果を学生たちも確実に実感していると言えるのではないだろうか。1年前後
期と2年前期の3つの学期を東京キャンパスで過ごし，留学に必要な準備を十分に行なって留学に臨
み，ボストンキャンパスでの学習を通して，学生たちの中で更なる英語力向上への意欲を高めること
ができているのである。これこそが短期集中型のUプログラムのメリットと指摘できるだろう。
c） ボストン留学帰国後の英語力に関する質問
問 5は，「帰国後に特に力を入れて学習したいのは？」と言う帰国後の英語力についての質問である。
問 5は帰国後，つまり今後の東京キャンパスでの学習目標を聞いている。ここでも，BLIPプ
ログラムのグラフがUプログラムより大きなラインを描いている。6項目平均の回答率がBLIP参
加学生の回答率が89.9％であるのに，Uプログラム参加学生は69.0％である。しかし，6項目のバ
ランスを見てみると，ここでもUプログラム参加学生の方が偏りない回答率を示している。一方，
BLIP参加学生は，Listening，Speaking，Readingスキルはほぼ全員が選択しているが，その他の3
項目は平均82.8％以下と，前述の項目と比べると比較的低い回答率となっている。
ボストンでの英語力を保つためにも，帰国後も継続的な学習が必要である。そのためにも，東京キ
ャンパスにおいてReceptiveスキルとProductiveスキルを組み合わせた授業を展開し，バランスの
良い英語力育成に努めなければならない。更に，「英語を学ぶ」段階から「英語で学ぶ」段階への移
行も必要である。来年度からの新カリキュラムの中で実現を目指して行くことになるだろう。
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グラフ7:問 5帰国後に特に力を入れて学習したいのは？
グループ Listening Speaking Reading Writing 語彙力 文法力
University 72.3％ 66.3％ 65.3％ 70.3％ 72.3％ 67.3％ （回答数:101）
BLIP 97.0％ 97.0％ 97.0％ 84.8％ 84.8％ 78.8％ （回答数:33）
d） 参考データ:学生の英語力の推移
ここで，今回のアンケートに回答した学生たちのTOEIC平均スコアの推移を通して，ボストンで
の学習が学生の英語力向上に如何に関連しているかを考えてみたい。そこで，2つのグループの1年
入学直後から帰国直前に実施されたTOEIC平均スコアの推移を表1にまとめてみる。
まず，1年次入学直後から2年次（ボストン留学）終了時までの平均スコアの変化を見てみると，合
計点並びにListeningとReading各セクションの平均点において両グループともスコアには大きな
伸びが見られる。但し，両グループを比較すると，やはりBLIP参加学生の伸びは顕著である。U
グループが202点の増加となっているのに対し，BLIPグループが278点も増加している。勿論，
BLIP学生はボストンに長期留学した結果であるので，この差は当然と言えるだろう。
但し，途中1年次から2年次までのスコアの伸び率の変化（④）を見てみると，BLIPグループ
17.3％，Uグループ28.8％となっている。また，2年間在学時の伸び率の変化（⑤）から最終的には
8％まで伸び率が近づいていることを考慮すると，Uグループも着実にスコアが伸びていることが分
かる。入学直後のテストの平均点に74点の差があり，そこからのBLIP参加学生の伸びがUプログ
ラム参加学生たちのものと比べると比較的低くなるのはやむを得ないかとも考えられるが，BLIPグ
ループのボストン留学中の伸びが低かったのは否定できないのではないだろうか。このTOEICスコ
アの推移の傾向は今回のBLIP06グループのみの特徴と言えるかもしれないが，学生から「授業数
が少なく，空き時間が多かった」というコメントも聞かれる。この点を考慮しても，ボストン校の
BLIPカリキュラムを見直す必要があると思われる。
また，1年間在学時のスコアの伸び率（①）をセクション別で見てみると，BLIPプログラムの学
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表1:TOEIC平均スコア推移表
Test
No. 実施年月 時期
受験地
受験者数
UniversityProgram参加者 BLIPProgram参加者
合計
平均点
Listening
平均点
Reading
平均点
合計
平均点
Listening
平均点
Reading
平均点
1 2006年5月 入学直後
東京
133名
375 221 154 449 267 182
2
2007年1月 1年終了時
東京
127名
448 275 173 ― ― ―
2007年2月
BLIP学生
ボストン1期終了時
ボストン
35名
― ― ― 620 361 259
3 2007年8月
BLIP学生
ボストン2期終了時
ボストン
33名
― ― ― 672 397 275
4 2008年2月
全学生
ボストン留学終了時
ボストン
129名＋33名
577 357 220 727 429 298
①Test2とTest1のスコアの変化（1年間在学時の伸び率） 19.5％ 24.4％ 12.3％ 38.1％ 35.2％ 42.3％
②Test3とTest2のスコアの変化（2ndセメスター終了時の伸び率） ― ― ― 8.4％ 10.0％ 6.2％
③Test4とTest3のスコアの変化（3rdセメスター終了時の伸び率） ― ― ― 8.2％ 8.1％ 8.4％
④Test4とTest2のスコアの変化（1年から2年在学中の伸び率） 28.8％ 29.8％ 27.2％ 17.3％ 18.8％ 15.1％
⑤Test4とTest1のスコアの変化（2年間在学時の伸び率） 53.9％ 61.5％ 42.9％ 61.9％ 60.7％ 63.7％
生はReadingセクションの方が7.1％高い伸びを示しているが，Uプログラムの学生に関しては
Listeningセクションが12.1％とほぼ2倍の伸びとなっている。この時期はボストンと東京に分かれ
て学習している時期なので，先に述べた留学前学習に関する学生からの回答を考慮すると，これは興
味深い傾向である。東京キャンパスのスキルコースでの学習がこのListeningスキルの伸びを養成し
たことになる。そして，最終的な 2年間在学時の伸び率（⑤）における Uプログラムの学生の
ListeningとReadingセクションの伸び率の差は注目に値する。ボストン留学終了直後の結果であ
るので，短期留学でもどちらかと言えば「Listening力は伸びやすい」という傾向を明らかに示して
いる。但し，Readingをもう少し増強することで，更に高いTOEICスコアの取得が可能となる。U
プログラムに関しては，このセクション差を埋めることを目指して行かなければならないだろう。両
プログラムとも，東京キャンパスとボストンキャンパスとのカリキュラムの連携がなければ学生の英
語力の向上は望めない。来年度から東京キャンパスで展開される新カリキュラムに合わせて，ボスト
ンキャンパスでも連動したカリキュラムの改善が求められるだろう。
42.ボストンスタディーズ生活面に関する質問
生活に関する質問は，英語力に関する質問に続き，問 6から問 11の合計50問である。選択
肢はやはり英語力に関する質問と同様，それぞれ「当てはまる」，「少し当てはまる」，「少し当てはま
らない」，「当てはまらない」の4つの項目から該当する1つを選択回答する形式である。生活面でも
データ比較を簡略化してよりわかりやすい分析を行なうために，4つの選択肢を「当てはまる」，「少
し当てはまる」と答えた積極的な選択肢と，「少し当てはまらない」，「当てはまらない」と答えた消
極的な選択肢に分類，集計し，そこからUプログラムとBLIPという2つのプログラムの生活面で
の特徴を浮き彫りにする。次頁の表2がアンケート回答結果である。
生活面に関しても概してBLIP学生のアンケート結果はUniversityの数値よりも高くなっている
が，両者で同じ傾向を読み取ることができる。しかし3つの質問に関してのみ， Uプログラムと
BLIP，それぞれのプログラムに参加した学生の答えが反対になっている質問がある。これに関して
は，各項目において後述する。まずは，順番を追って分析する。
a） ボストン留学に関わる留学前準備に関する質問
1） 問 6:授業外の準備について
「（32）アメリカやボストンについてあらかじめ調べた」という学生がBLIP（63.6％），University
（57.4％）と共に過半数を超えている。双方ともボストン留学に臨むに当たり，アメリカおよびボスト
ンに興味を持つ学生が過半数を超えていたことがわかる。その他の項目では，両プログラムともに消
極的な回答が多い結果となった。だが，「（31）出発前に，テレビやラジオでよく英語を聞いた」，
「（33）ニューイングランドが舞台になっている本や資料を読んだ」では積極的な回答がBLIPよりも
Universityで多いことは興味深い。選抜制のBLIP参加学生は，文化的な面よりも英語力向上に対
する意識がより高いのがその原因と考えられる。
2） 問 7:ボストンスタディーズについて
12項目の質問に対する回答は，両プログラムともに積極的な回答となっている。特に「（39）異文
化理解の大切さを知った」，「（42）団体行動では時間厳守が大切だとわかった」では，BLIP参加学
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表2:問 6から問 11の結果
University（回答数:101） BLIP（回答数:33）
6授業外の準備について
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない 無 効
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない
（31）出発前に，テレビやラジオでよく英語を聞いた 43 42.6％ 58 57.4％ 0 0％ 12 36.4％ 21 63.6％
（32）アメリカやボストンについてあらかじめ調べた 58 57.4％ 42 41.6％ 1 1％ 21 63.6％ 12 36.4％
（33）ニューイングランドが舞台になっている本や資料を読んだ 37 36.6％ 61 60.4％ 3 3％ 10 30.3％ 23 69.7％
（34）日本文化についての本や資料を読んだ 44 43.6％ 55 54.5％ 2 2％ 16 48.5％ 17 51.5％
7ボストンスタディーズについて
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない 無 効
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない
（35）ボストンスタディーズで聞いた先輩の体験談は役立った 74 73.3％ 24 23.8％ 3 3％ 26 78.8％ 7 21.2％
（36）授業を聞いて英語学習のヒントがつかめた 68 67.3％ 28 27.7％ 5 5％ 25 75.8％ 8 24.2％
（37）日本文化を知る大切さを知った 76 75.2％ 21 20.8％ 4 4％ 29 87.9％ 4 12.1％
（38）アメリカ文化に興味がわいた 77 76.2％ 19 18.8％ 5 5％ 29 87.9％ 4 12.1％
（39）異文化理解の大切さを知った 74 73.3％ 13 12.9％ 14 14％ 30 90.9％ 3 9.1％
（40）ボストンのスライドは研修生活を知る助けとなった 71 70.3％ 28 27.7％ 2 2％ 28 84.8％ 5 15.2％
（41）書類手続の説明はわかりやすかった 60 59.4％ 38 37.6％ 3 3％ 31 93.9％ 2 6.1％
（42）団体行動では時間厳守が大切だとわかった 79 78.2％ 19 18.8％ 3 3％ 30 90.9％ 3 9.1％
（43）ボストン研修に行くのが楽しみになった 69 68.3％ 29 28.7％ 3 3％ 31 93.9％ 2 6.1％
（44）ボストン研修に対する心構えができた 74 73.3％ 24 23.8％ 3 3％ 28 84.8％ 5 15.2％
（45）ボストン研修に対する不安が軽くなった 57 56.4％ 40 39.6％ 4 4％ 25 75.8％ 8 24.2％
（46）総合的にボストンスタディーズは役立った 70 69.3％ 27 26.7％ 4 4％ 29 87.9％ 4 12.1％
8英語上達を目指した授業での取り組みについて
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない 無 効
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない
（47）授業に熱心に参加した 83 82.2％ 14 13.9％ 4 4％ 32 97％ 1 3％
（48）授業ではグループワークも含めて英語をよく使った 81 80.2％ 16 15.8％ 4 4％ 33 100％ 0 0
（49）授業では積極的に発言した 74 73.3％ 23 22.8％ 4 4％ 29 87.9％ 4 12.1％
（50）授業中に担当教師によく質問した 65 64.4％ 33 32.7％ 3 3％ 26 78.8％ 7 21.2％
9英語上達を目指した授業外での取り組みについて
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない 無 効
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない
（51）テレビやラジオ等で英語をよく聞いた 63 62.4％ 36 35.6％ 2 2％ 33 100％ 0 0
（52）雑誌や新聞等で英語をたくさん読んだ 55 54.5％ 44 43.6％ 2 2％ 26 78.8％ 7 21.2％
（53）日記やメールなど個人的目的で英語をたくさん書いた 60 59.4％ 38 37.6％ 3 3％ 27 81.8％ 6 18.2％
（54）授業外でボストン校のスタッフや先生と英語でよく話した 71 70.3％ 27 26.7％ 3 3％ 29 87.9％ 4 12.1％
（55）日常生活において日本人同士で英語をたくさん話した 47 46.5％ 54 53.5％ 0 0％ 19 57.6％ 14 42.4％
（56）ボストン校のRAと英語で積極的に話した 65 64.4％ 34 33.7％ 2 2％ 27 81.8％ 6 18.2％
（57）授業担当教師に教室外で個人指導をよく受けた 42 41.6％ 56 55.4％ 3 3％ 18 54.5％ 15 45.5％
（58）これ以上は学べないというまで学んだ 34 33.7％ 67 66.3％ 0 0％ 16 48.5％ 17 51.5％
10ボストンでの日常生活について
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない 無 効
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない
（59）ホストファミリーと積極的に交流した 47 46.5％ 46 45.5％ 8 8％ 30 90.9％ 3 9.1％
（60）カンバセーションパートナーと積極的に交流した 66 65.3％ 30 29.7％ 5 5％ 21 63.6％ 12 36.4％
（61）ボランティア活動に積極的に参加した 49 48.5％ 47 46.5％ 5 5％ 28 84.8％ 5 15.2％
（62）ボストンの運動施設をよく利用した 59 58.4％ 38 37.6％ 4 4％ 15 45.5％ 18 54.5％
（63）門限等のボストン昭和のルールを守った 78 77.2％ 17 16.8％ 6 6％ 32 97％ 1 3％
（64）美術館や博物館，その他観光場所を訪問してアメリカ文化に親しんだ 81 80.2％ 15 14.9％ 5 5％ 33 100％ 0 0
（65）英会話能力の不足で悩んだことはなかった 26 25.7％ 69 68.3％ 6 6％ 5 15.2％ 28 84.8％
（66）体調不良のため授業を休むことはなかった 62 61.4％ 33 32.7％ 6 6％ 21 63.6％ 12 36.4％
（67）ルームメイトや友人関係で悩んだことはなかった 43 42.6％ 54 53.5％ 4 4％ 19 57.6％ 13 39.4％
（68）英語で話しかけられてもあわてなくなった 63 62.4％ 33 32.7％ 5 5％ 33 100％ 0 0
（69）友達が増えた 79 78.2％ 18 17.8％ 4 4％ 32 97％ 1 3％
（70）ボストン研修には総合的に満足している 72 71.3％ 24 23.8％ 5 5％ 32 97％ 1 3％
（71）将来，留学を考えている 52 51.5％ 46 45.5％ 3 3％ 27 81.8％ 6 18.2％
（72）将来，英語を使う仕事がしたい 68 67.3％ 29 28.7％ 4 4％ 30 90.9％ 3 9.1％
（73）アメリカやアメリカ人についてもっと知りたい 78 77.2％ 19 18.8％ 4 4％ 30 90.9％ 3 9.1％
（74）日本や日本文化に対する興味がわいた 65 64.4％ 31 30.7％ 5 5％ 27 81.8％ 6 18.2％
（75）金銭的余裕があれば，ボストン滞在を延長したい 59 58.4％ 40 39.6％ 2 2％ 31 93.9％ 2 6.1％
11ボストン研修と人間的成長（除 英語力）
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない 無 効
当てはまる
少し当てはまる
少し当てはまらない
当てはまらない
（76）責任感である 71 70.3％ 25 24.8％ 5 5％ 29 87.9％ 4 12.1％
（77）協調性である 80 79.2％ 17 16.8％ 4 4％ 31 93.9％ 2 6.1％
（78）自主性である 73 72.3％ 22 21.7％ 6 6％ 32 97％ 1 3％
（79）忍耐力である 77 76.2％ 18 17.8％ 6 6％ 32 97％ 1 3％
（80）ボランティア精神である 59 58.4％ 37 36.6％ 5 5％ 31 93.9％ 2 6.1％
注・表中の数値は小数点2位以下を四捨五入したものである。 ・（67）のみBLIPプログラムに無効回答1件あり。
生が90％を超える高い回答となっているのに対して，Uプログラム参加学生は70％台に留まって
いるのが特徴として挙げられよう。
b） ボストン留学生活に関する質問
1） 問 8:英語上達を目指した授業での取り組みについて
両プログラム参加学生ともに，4つの質問すべてに積極的に回答している。どちらの学生も英語力向
上のために，努力している姿勢がわかる。特にBLIP参加学生からは，「（48）授業ではグループワーク
も含めて英語をよく使った」に関して，100％という高い回答が残された。学生の意欲が感じられる。
2） 問 9:英語上達を目指した授業外での取り組みについて
8項目の質問に対して，全体的には積極的な回答が寄せられたが，特に「（51）テレビやラジオ等
で英語をよく聞いた」では，Uプログラム参加学生62.4％に対し，BLIP参加学生100％と全員が
英語力上達に向けて努力している姿勢がうかがわれる。
また，「（55）日常生活において日本人同士で英語をたくさん話した」で積極的な回答をしたのが，
Uプログラムでは46.5％，BLIPでは57.6％と後者で過半数を超えている。両プログラム参加学生
ともに日本人同士で英語を話す努力はするものの，苦戦している様子がわかる。しかし，日本人同士
で寮生活を送る環境の中，半数近くの学生が友人同士でも英語で話そうとする姿勢はすばらしい。ボ
ストン校の教員およびスタッフが ・SpeakinEnglish!・と機会あるごとに，学生に呼び掛けている
効果が大きいと思われる。
「（58）これ以上は学べないというまで学んだ」では，両プログラム参加学生ともに消極的な回答を
残している。まだまだ英語力向上の余地があるようだ。
3） 問 10:ボストンでの日常生活について
全17問中，1項目を除き，両プログラム参加学生の回答は同じ傾向を示している。BLIP参加学生
は12項目で80％を超える数字を残している。特に「（64）美術館や博物館，その他観光場所を訪問し
てアメリカ文化に親しんだ」と「（68）英語で話しかけられてもあわてなくなった」には全員が積極
的に回答している。問 6授業外の準備についての項目で，BLIP参加学生は文化面よりも英語力向
上に積極的に取り組む傾向があるとしたが，ボストン滞在中に文化面への興味も大きく膨らんだこと
がわかる。
その他としては，「（59）ホストファミリーと積極的に交流した」のはBLIPが90.9％とUプログ
ラムの46.5％を大きく上回っている。「（60）カンバセーションパートナーと積極的に交流した」
のはわずかにUプログラム参加学生が上回った。長期滞在プログラムのほうが，ホストファミリー
との交流が盛んという傾向が見られる。これはBLIP参加学生が文化面，英語力ともに向上したこと，
英語で話しかけられてもあわてなくなったことで，ホストファミリーとのコミュニケーションが取り
やすかったためではないだろうか。
「（61）ボランティア活動に積極的に参加した」では，Uプログラムが48.5％であるのに対し，
BLIPでは84.8％と倍に近い回答が寄せられた。ボストンでの生活で，BLIP参加学生は，次第にア
メリカの生活習慣を身につけ，ボランティア活動にも積極的に参加するようになって行くと考えられ
る。これは問 11ボストン研修と人間的成長の項目で，「（80）ボランティア精神である」と回答し
たBLIP参加学生が93.9％と高い数字を残しているのと呼応している。
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「（67）ルームメイトや友人関係で悩んだことはなかった」では，悩まなかったと答えた学生が
BLIPで57.6％，Uプログラムで42.6％と，BLIP参加学生のほうが悩んではいないが，両者とも半
数近くが何かしら苦労があったようである。しかし，こうした問題を抱えていたにもかかわらず，両者と
もに「友達が増えた」と答える学生が多かったのは，人間的に学生が大きく成長している証と言えよう。
「（71）将来，留学を考えている」，「（72）将来，英語を使う仕事がしたい」では両者共に積極的な回答と
なっているが，全体としてBLIP参加学生により高い意識が見られる。これは「（75）金銭的余裕があ
れば，ボストン滞在を延長したい」と回答するBLIP参加学生が93.9％もいることからも推察できよう。
4） 問 11:ボストン研修と人間的成長（除 英語力）
責任感，協調性，自主性，忍耐力，ボランティア精神の5項目に関する質問であるが，両者ともに
積極的な回答を残し，人間的成長を自覚している。5ヵ月間，または3セメスターという長期間の寮
生活を体験することで，友人関係で悩んだこと，協力して何かを成し遂げたこと，団体行動のルール
を守ることから修得したことは大きいようだ。これらは，社会に出てからも大いに必要とされる要素
であり，両プログラム参加学生ともに今後の成長が期待される結果となった。
5.まとめ
Uプログラム，BLIPプログラムで期間の差はあるが，両者ともに英語力の向上が見られた。2年
次終了までに，TOEICスコアはUプログラムで53.9％，BLIPで61.9％と両プログラムとも大きな
伸びを示している。特にUプログラムではボストン留学終了後のListeningの向上が61.5％と，
BLIPの60.7％を超える伸びを示している。逆にBLIPプログラムはReadingの伸びがUプログラ
ムの42.9％に比べて63.7％と20％以上も高くなっている。Listeningは短期間で大きな成果が表れ
るのに対してReading向上には時間が必要であること，つまり多読の必要性が示された。これらの
結果を踏まえ，東京キャンパスにおいても学生に英文を読ませる機会を増やす必要があると思われる。
平成21年度に向けて，1年次のスキルコースは「Reading& Writing」からReadingを独立させ
「Reading」と言う科目とし，週2回正確に英文を読ませると同時にExtensiveReadingで多読をさ
せるカリキュラムを作成中である。また，英語運用において全ての基礎力である英文法力強化を目的
とした「Grammar& Writing」と言う科目も開講する計画となっている。
更に，ボストン留学終了後にその英語力を維持向上させるため，学生が英語に触れる機会をでき
るだけ多く設ける必要もある。コンテントコースの充実を今まで以上に図り，学生にはEnglish
Roomの活用，FM世田谷のラジオプロダクションへの参加，英語を用いるボランティアへの参加，
テレビラジオインターネットでの英語の視聴，英字新聞雑誌の購読等，学生自身による自律し
た英語学習を促すことも必要である。
生活面では，人間的に大きく成長していることがわかる。留学後の学生は，自立心協調性の向上が
著しい。学寮での3年次学生の態度が，12年次の学生と比較して目立って良いことで明らかである。
ボストン留学のプログラムは，概して，学業面，生活面ともに大きな成果を上げていると言えよう。
アンケート分析結果を踏まえ，今後は東京キャンパス，ボストンキャンパス両校における更なるカリ
キュラムの改善，生活環境の充実を検討し，心身ともに豊かな学生育成を目指して行かなければなら
ない。
（かねこ やよい 英語コミュニケーション学科）（たかみ みすず 英語コミュニケーション学科）
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